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欝 5例 約1/11濃縮啄床波液20cc注射

(結核菌陰性-集甫法 ･培養法)

鰐 6例 約1/11濃縮啄疾漣液20cc注項寸

(帝核甫陰性一集菌 ･培養法)

｢､アペルク リン｣の活性因子に関す る研究

大 井 豊

比の研究は ｢ツベルク1)ン｣ を種々の劃分に分離して其の各々に就いて皮内反膝､柄竃反騰及び致

死反藤を比較検討する事によって､ ｢ツベルク1)ン｣の活性因子を発見する事を目的とする○ 而して

現在までに得られた結典を抄録すると次の如 くであるO

使用材料は､有毒性人型結核菌青山B棟をソー トン合成培地に2乃至3ケ月間培養したものより､

シユーベル トの方法 (第1表及第2表)に従って分離した蛋白体及多糖罪劃分である. 之等のものに就

いて､皮内反磨及び病竃反臆を検したのであるが､皮内反上窓は京都市内某中学考交生徒 1,100名 (陽性及

陰性者合計)と市立京都病院及本研究所に入院中の結嵐患者約 150名に於て検査した成績であり､病竜

虎臆は教皇の前川の援助によって､ 有毒性人型結核菌の前房内凄榛によって実験的前眼部結核症を惹

挺せしめた家鬼に就き､細隙燈を用仏て角膜の蘇御鏡的検査を行仏､ 併せて眼庄測定､硬膜温計測を

行って得た成績である｡

一先づ蛋自体部分は皮内反膝に於て､其の種々の量と旧 ｢ツ｣とを比較した結果 0.0004mg(1cc中0.0

04mg合有溶液の0.1cc)が2000倍旧 ｢ツ｣0.1ccと等力債であることが判った｡次に此の蛋白体を加
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熱 (100oC,30分間)すると､皮内反膝に於て発赤が極めて僅か乍ら小さくなったことから蛋白体の皮

内反膝に於ける活性因子は､熟に対して殆んど安定なもので､ 趣 く一部が破壊されるのであらうと想

像される｡

三次に多糖異部分 (シ-⊥ベル トの方法によって得たこの劃分は､｢クサン下プロテイン｣反廠僅かに

陽性なることから､何等かの形で蛋自体が摺畳乍 ら併存するものと考へられる)の皮内反膝は､0.0005

mg,0.001mg,0.005mg,0.01mg,ト0.1mgの何れの畳でも､Mantoux反膝の (+) (-)如何にか 1は

らす､3-4mm程度の発赤を示すものが多 く､少数の者が 10mm以上の苑赤を示した｡之によって多

糖類劃分による皮内反厳は大部分非特異的なものであらうと想像されるが､時に見られる10mm以上

の発赤の原因に就いては未だ明かでない｡此の部分を加熱したもの (100oC,30分間)は､加熱せざる
ものに比べ､10mm以上の発赤のものでは⊥幾分か小さく､以下のものでは殆んど差違を認めなかったo

次に蛋白体と多糖渠頁の混合物による皮内反度は､ 蛋白俸単独の場合に比べて､ 発赤の大きさに変億

を認めなかった｡ 即ち多糖芙頁はそれ自体に皮内反鷹の活性因子を殆ど含ます､又蛋自体の皮内反磨力

を増強する様な因子も有するものではないと想像されるo

兎に病竜虎歴に就い.てさま･蛋自体の病竜虎癒惹起限界量は 0･00025-0･0004mg程度であったが多糖
類の場合には､0.005-001mgが其の限界量で､ 蛋白体に比べ可なり大量を用払れば病竜虎麿を惹起

する事が判った｡而してこの場合に､ 蛋白体とは臭って､ 皮内反膣と病竜虎麿の解離と云ふこ｣とが考

へられる○

此の外加熱蛋自体､ 加熱多糖類､ 蛋自体と多糖類とのま昆合物に就いての病竜虎麿は今後続いて検索

する予定である｡

又之等のものに就いて致死反臆も今後の検索を予定してゐる.

欝 1表 シユ ーベ 7t,tに よる ｢ツベ ルク l)ン｣蚤 自体 の分離精製法

帝核甫 y- tシ培地培薬液
-t

菌体除法
l

永醗酸を加-数時間後/遠沈

沈澱
(非革具性蚤 自体)

2回繰返

上清
.;

20% タンニン酸を加,-遠沈

上清
(捨てる)

1%タンニン酸で洗丘､
■■

5%アンモニア汲水で音容かす
l ′

箆酸 々性アセ tンを加-遠沈

沈澱
｣

アセ tンで洗 う

エ-テル (水分及 過酸他物を含まざる)で洗 う
f.

虚空乾燥

白色粉末
(｢ツベル ク1)ン｣蚤 自体)
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第 2表 シ--I"i,t･托よる ｢ツベルク1)ン｣多糖類の分離蹄製法

帝核常 ソー tン培地培養液
J

常体除去

l

沈澱

.1
アセ tンで洗ふ (2回)

]
エ-テ7L,(水分及過酸化物を含まざる)で故ふ

■
虞空乾燥はて白色粉末

｣
2%アンモニア及永でとかす

=二

10%タンニン酸を加-遠沈

沈澱
l

(ツベ7Vク1)ン蛋 白体)

上清
.1

1/3量まで虚空濃縮
_｢

珪酸々性アセ トンを加へ遠沈
.F

上清
(すてる)

沈澱
l■

アセ tンで洗ふ (2回)
J

エーテルで洗3､

l

虞空乾燥七乳白色粉末
(｢ツベル クリン｣多糖類)

上鰐
(捨てる)

｢ス トレプ トマイシン｣と旧 ｢ツベルク リン｣との
混合物の皮内反鷹

大 井 豊

｢ストレプトマイシン｣が旧 ｢ツベルク.)ン｣の作絹を減弱する力があるか否かを検するため､ 両者

の由合物と旧 ｢ツベルク.)ン｣のみとの比較を皮内反麿に於て試みたが､ 其の両者に於て明かなる差

を全然認めなかった. 巨Pち旧 ｢ツベルク1)ン｣のみの方がや i発赤が大きい場合もあり､ ｢ス下レプ

トマイシン｣を混ぜるものの方がや i大きい場合もあった｡ 之によって ｢ストレプ下マイシン｣は1日

｢ッベルク1)ン｣の作用を滅房尋する様な作用を有しないものと考へられるo

(其2)結核化串療法に関す る研究

液 髄 培地 内 に於 け る諸 種 薬 品 の

結 核 菌蓉 育 阻止 作 用 に裁 て

志 保 田 明

賓駄方法

1)培養基 10%家兎及び人血清加キルヒナー培地0

2)被槍薬物溶液 a)検体に蒸滑水を加- 100oCl5'加熱滅菌o


